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1. 地域交流科目「モビリティ・デザインの実践」
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横浜国大では、「教育」「経済」「経営」「理工」「都市」の各学部が連携し、異なる学問領
域を横断して学べる副専攻プログラム「地域交流科目」を設置

 グローバルな視野で地域課題を解決できる先端的かつ複合的な実践能力を養う。

横浜国大 副専攻プログラム 「地域交流科目」
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【地域課題実習】
全学部の 1~4 年生が
履修可（最大 6 単位）



 「モビリティ・デザインの実践」は、地域課題実習に設けられた 25 テーマのうちの 1 つ
 23 名の多様な学部に属する大学 1~4 年生が、「移動しやすいまちの実現」に向けて

自治体や企業等と協働。

実践科目：地域課題実習 『モビリティ・デザインの実践』
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モビリティ・デザインとは？
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モビリティ≠乗り物

モビリティ＝(人の) 移動のしやすさ、移動可能性
capability to move

モビリティ・デザインは「乗り物の設計や開発」ではない

モビリティ・デザイン※とは、
人々が移動しやすい空間とその実現方策を描き出すこと

交通インフラや輸送技術だけでなく、人々の活動場所の位置関係とつながりを理解し、
個人の身体や心の動きに対する洞察をもって、人が生活しやすいまちを形づくること。

※ 元々は、恩師で元同僚の中村文彦先生（東京大 特任教授）が提唱した概念

中村文彦 著: 都市交通のモビリティ・デザイン,
(発行) サン・ネット, 2017年



異なる専門分野の教員陣が協力してマネジメント。
大学職員として雇用された研究室学生がリエゾンを担う。

『モビリティ・デザインの実践』 プロジェクト推進体制
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プロジェクトの進め方（2022 年度）
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① 全体会合（5 月, 7 月, 10 月, 翌年 1 月）
参加者 ：全メンバー（横浜国大関係者）
目的 ：各班の進捗状況や成果の共有、事務連絡

② カウンターパート会合（月 1 回程度）
参加者 ：各班メンバー ＋ 外部連携機関メンバー
目的 ：プロジェクトの進捗報告、作業課題の確認と方針議論

③ ワーキンググループ（2 週に 1 回程度）
参加者 ：各班メンバー ＋ サポート学生（＋教員）
目的 ：作業課題への取り組み（調査、分析、資料作成など）

④ 中間成果発表会（11 月 25 日）
参加者 ：全メンバー（横浜国大関係者）＋ 全外部連携機関メンバー

⑤ 最終成果発表会 （2023 年 4 月中旬予定）
参加者 ：全メンバー（横浜国大関係者）＋ 全外部連携機関関係者 ＋ 他の聴講希望者



 人材の育成
• 自身の専門知を研鑽していくマインドと、他分野の知に勇気をもって踏み込み、取り入れるマインドを

兼ね備えた「オープン型専門人材」を育成。
• 実社会における異分野の専門家との協働を通じた「生きた知」のコミュニケーションの蓄積を重視。

 地域社会への貢献
• 地域の課題に対して地域で主体的に協働できる、自己解決能力の高い社会の形成を目指す。
• 全参加者の異なる「知」の持ち寄りによる協働を通じて、社会課題解決のための活力を創出。
• 単なる提案にとどまらず、それをサービスや事業として社会実装するための産学官の「共創」に、

責任を持って主体的に関わる。（学生が代替わりしても、活動が継承・発展していく体制）

『モビリティ・デザインの実践』 が目指すもの
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（強靭な協働体制）



2. 今年度のモビリティ・デザインの取り組みと成果
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取り組み①：MaaS でまちづくりチーム
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ゴール より多くの人々がヨコハマを楽しみ、好きになる。

対象エリア 横浜都心臨海部（みなとみらい、関内・関外、元町）

課題 対象エリアに訪れる人を増やし、来た人に楽しんで周遊してもらうための
MaaS* アプリ 「my route」 の機能を提案し、それを実現する。

カウンターパート
（外部連携機関）

株式会社アットヨコハマ
（神奈川県内トヨタ自動車販売店連合）

● my route：マルチモーダル・モビリティサービス（アプリ）
鉄道やバスなどの公共交通やタクシー、 シェアサイクルなど、様々な移動手段を
組み合わせたルート検索や、 一部サービスの予約・決済のほか、店舗・イベント情
報の検索も可能なサービス

● 便利な点
• 乗換案内の詳しさ
• 歩くスピードや人数を変更可能
• カーシェアやシェアサイクルなど、特殊なものも含めて検索できる

* Mobility as a Service: 移動に関する複数のサービスを一つに束ねるという考え方



my route の課題：通勤利用がメイン。多様な世代にまちを楽しむ目的で使ってほしい。
→ 若い世代が横浜都心臨海部を楽しく周遊するためのアプリへの進化を目指す。

 そのアプリが備えるべきものについて、横浜国大学生へのアンケート調査を実施（N=128）
→ 料金設定やターゲット＆ニーズの深掘りといった課題が明らかに。

 アクティビティと交通手段をパッケージにしたデジタルチケットが有望との結論に至る。
→ アプリへの実装を目指す 8 つのコンテンツを提案し、うち 2 案を先行プロジェクト化。

アクティビティと交通手段をパッケージにしたデジタルチケットの提案
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学生対象のアンケート調査
（アプリへのニーズ/ウォント）



和服レンタル業者、日本新聞博物館、地元飲食店とのコラボが実現し、卒業シーズン前に
袴で横浜を散策し、記念新聞を残し、デザートを食べる、体験型周遊サービスがローンチ。

学生メンバーが地元企業と連携して企画を立案し、PoC を実施してサービス内容を具体
化。

「袴で横浜 思い出づくり」の商用サービス化（社会実装）が実現
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モビリティ・デザインの
メンバーによる PoC の様子

（2022年12月2日）



取り組み②：みらいの地図チーム
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ゴール 来訪者の不安や負担を軽減し、滞在者の快適や幸福を高める。

対象エリア 横浜国立大学キャンパスとその周辺

課題 利用者をワクワクさせるような新たな案内地図サービスをつくる。

カウンターパート
（外部連携機関）

LocaliST 株式会社
（横浜国大発の交通＆まちづくりコンサルタント）



現行キャンパスマップ（紙地図）の課題
• 学生・教職員が欲しいのは、バス運行情報や弁当販売情報などの動的情報。
• キャンパスやキャンパスライフの魅力を PR するための情報が不足。
動的で対話的なデジタルキャンパスマップを、学生 × 大学発ベンチャーで共同開発

→ 学生が仕様を決め、基礎データを作成し、LocaliST ㈱ がプログラミング技術を提供

デジタルキャンパスマップ：Y’s navi（ワイズナビ）のコンセプト
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